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【背景】
食物アレルギーの発症率は世界的にも増加している。一般的に食物アレルギーの児の管

理は除去および誤食に対する対応がメインとなる。食物アレルギー自体は予後の良い疾患
であるため、成長とともに寛解する可能性が高い。近年、加熱した鶏卵や牛乳を摂取するこ
とでアレルギーの寛解が早まる可能性が示唆されている。アレルゲンの部分摂取は生活の
質（Quality of Life：QoL）の改善と栄養状態の改善に有用であり、日本の食物アレルギー
ガイドラインでも食物経口負荷試験（Oral food challenge：OFC）の結果に基づいた安全量
の食事指導を推奨している。
食物アレルギーは寛解が得られることは多いが、一部症状が残存する。アナフィラキシー

歴がある、気管支喘息などのアレルギー併存症がある、少量のアレルゲンでの症状出現歴が
ある、特異的 IgE 抗体価が高いなどがあれば寛解しづらい。加えて不安の強い保護者の場
合、OFCが陰性でも自宅での摂取が進まないことがある。
今回、IQ-FA（Impact of QoL on Food Allergy）研究の一部として、小児の食物アレルギ

ー、その中でも鶏卵アレルギーの自然経過に関連する因子を、特にQoLに焦点を当てて検
討した。

【方法】
OFC から 1 年後の鶏卵アレルギーの転帰に関連する因子を同定するために、前向き観察

研究を実施した。
QoLがOFCに与える影響を調べるために、国立病院機構三重病院で 13 歳未満の小児を

対象とした IQ-FAという研究の一部として行った。今回の研究では、IQ-FA の中で鶏卵ア
レルギーに対して安全摂取量を決定するために鶏卵 OFC を行った 72 か月未満の小児を登
録した。

OFC は日本の食物アレルギーガイドラインに基づいて行われた。負荷試験量は過去の摂
取量、特異的 IgE抗体価、年齢、アレルギー併存症、保護者の希望なども考慮し決定した。
OFCの結果に応じて栄養指導もしくは除去の指導を行った。
また、OFC 時保護者に食物アレルギーQoL 調査票（日本語版 FAQLQ-PF）に回答して

もらい、参加者のQoLを評価した。FAQLQ-PFは総点および emotional impact（EI）、food
anxiety（FA）、social dietary limitations（SDL）の３つの要素から構成され、それぞれの質
問に 1（全くない）-7（非常にあてはまる）のスコアで答えることで点数化する。点数が高
いほどQoL が悪い評価となる。

OFC を行った 1 年後に、各参加者が日常生活で安全に摂取できている鶏卵の量をアンケ
ートで調査した。1 年間で摂取量が増加した群を Successful 群（S 群）、増加しなかった群
をUnsuccessful 群（U 群）とした。
統計学的には 2 群間の比較にはχ二乗検定、Fisher 検定、および Mann-Whitney U 検定

を行った。鶏卵摂取量の増加に関連する因子を同定するために、多変量ロジスティック回帰



分析を行った。P 値＜0.05 を有意とみなした。

【結果】
316 人の食物アレルギー患者が IQ-FA 研究に登録され、今回の研究には 128 人の参加者

が登録された。1 名は OFC の時点で加熱卵の寛解が確認できていたため除外した。残りの
127 人に OFC1 年後アンケートへの回答を依頼したところ、93 人（73.2％）の参加者より
回答が得られた。57 人が S 群、36 人がU 群に分類された。（Figure1）

Figure2 は S 群と U 群の鶏卵摂取量を登録時と 1 年後で比較した。S 群は有意に摂取量
が増加していた。1 年間で鶏卵による誘発症状を認めたのは S 群で 19 人（33％）、U 群で
17 人（47％）であり、有意差はなかった。

Table1はOFC時点での患者の臨床上の特徴を示した。年齢の中央値は 24か月、男児の
方が多い結果となった。アレルギー併存症、両親のアレルギー疾患などを持つ人も多かった。
約 1/4 は何らかの食品でアナフィラキシーを経験したことがあり、複数の食品を除去して
いる患者も多かった。

2 群を比較すると、U 群の方が年齢が高く、アトピー性皮膚炎、気管支喘息の割合が高か
った。卵白およびオボムコイド特異的 IgE 抗体価はU 群の方が高かった。

FAQLQ-PFを 2群間で比較すると、総点、EI、FA、SDL すべての項目についてU 群の
方が S群よりも有意にスコアが高い結果となった。OFC１年後に回収できた FAQLQ-PFは
S 群 33 人、U 群 15 人の計 48 人であった。その 2 群間で OFC 時と 1 年後の FAQLQ-PF
を比較すると、U 群は有意差がなかったが、S 群は総点および SDLが有意に改善した。
多変量ロジスティック回帰分析を行い、良好な転帰を予測する因子を同定した。年齢、卵

白特異的 IgE 抗体価、OFC の結果、OFC 時点での食物除去数、アナフィラキシーの既往、
両親のアレルギー歴、気管支喘息の併存、アトピー性皮膚炎の併存、FAQLQ-PF の総点を
因子として使用した。分析の結果、QOLが良好であること（FAQLQ-PF 総点＜3.8）、気管
支喘息およびアトピー性皮膚炎の併存がないことが良好な転帰を予測する因子として同定
された。（Table3）

【Discussion】
今回の研究では、鶏卵アレルギーの臨床経過に関連する因子を調査し、特に疾患特異的

QoL に焦点を当てて評価した。OFC を行い閾値を確認するとともに、QoL を評価し 1 年
後の摂取量との関連を調査したところ、1年後に鶏卵摂取量が増加しているかどうかに関し
て、QoLが良いことが独立した因子であるとの結果となった。
私たちは‘food allergy‘および‘natural history‘という単語で 1963 年 1 月から 2020 年 4 月

までに発表された英語の原著論文を PubMed で検索した。この検索で合計 358 件の文献が
ヒットし、タイトル、抄録から即時型アレルギーの予後と関連のない文献を除外したところ、
32 の文献が最終的に残った。この文献を参考にすると、皮膚プリックテストの反応、全身



性の食物誘発症状が出現、アナフィラキシーの既往、気管支喘息及びアトピー性皮膚炎の併
存、アレルギー疾患の家族歴、複数感作があることなどが予後不良因子として報告があった。
QoL に関してはOFC を行うことで結果にかかわらずQoL が改善するとの過去の報告はあ
るものの予後に関連した報告はなく、本研究は、疾患特異的QoL が食物アレルギーの自然
史に影響を及ぼす可能性のある因子であることを明らかにした最初の研究であると考えら
れた。
食物アレルギーはアレルゲンを避けるための行動、食事に関連する一般的な社会活動に

対する制限が必要となり、アナフィラキシーに対する不安も付きまとうため、本人およびそ
の保護者にとって大きな負担となる疾患である。実際、食物アレルギーを持つ児の保護者は
健常児の保護者よりも QoL が低いこと、食物アレルギーを持つ小児の健康関連 QoL は 1
型糖尿病の児よりも低いことが報告されている。
実際過去の報告でもOFC前後の児の栄養習慣を母の不安と関連付けて評価した報告があ

るが、OFC 前の母親の不安と OFC 後の児の栄養習慣の変化度との間に負の相関関係が示
された。この報告では、母親の食に対する肯定的な姿勢が、OFC 後の食の再導入を促進し、
新しい食物を味わうことへの子ども自身の関心を高め、栄養習慣の好ましい変化につなが
った可能性を述べている。今回の結果も同様に、保護者の疾患特異的QoLがよいことが同
様の理論で鶏卵摂取量の増加につながった可能性が示唆される。低用量のOFC陰性後にア
レルゲン食品の少量摂取を継続することで閾値の上昇が報告されていることから、初期の
QoLが良好であれば、アレルギーの寛解が促進される可能性がある。
また、S 群の QoL は OFC1 年後に改善したが U 群の QoL は横ばいもしくは悪化した。

食物アレルギー患者のQoL は年長児で悪化することが報告されているが、食物回避の期間
が長いこと、食物にかかわる社会的活動が増加することなどが要素としてあると考えられ
る。逆に負荷試験陰性であること、経口免疫療法はQoL の改善と関連しており、今回の研
究の結果と一致している。
今回の研究ではいくつかの制限がある。1点目は 1年後の鶏卵摂取量がOFCではなくア

ンケートで調べていることである。これにより摂取量を過大評価/過小評価していることは
あるかもしれないが、臨床的な食生活はアンケートの方が反映している可能性もある。２点
目はサンプルサイズが小さかったため予後因子を規定する統計学的検出力は高くなかった
ことである。３点目は経口負荷試験 1 年後の鶏卵摂取量増加は確認できたが、寛解を確認
したわけではないこと、4点目は保護者の社会学的背景や学歴などの調査を行っていないこ
とである。

【結論】
鶏卵アレルギー患者は摂取量が増加した群では有意に疾患特異的QoL が高かった。疾患

特異的QoL は食物アレルギーの転帰に影響を及ぼす可能性がある。QoLに焦点を当てた介
入は食物アレルギーの寛解を促進する可能性がある。
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【背景】食物アレルギーの児の管理は除去と誤食の対応が中心で、 成長につれ寛解すること が多い

が、近年加熱鶏卵や牛乳の摂取で寛解が早ま る可能性が示唆されている。ア レルゲンの部分摂取は生

活の質(Qualityof Life : QoL)と栄養状態の改善に有用で、日本の食物ア レルギーガイ ドラインでも

食物経口負荷試験（Oralfood challenge : OFC)の結果に基づいた食事指導を推奨している。食物アレ

ルギーは寛解後一部に症状が残存し、保護者の不安が強いと自宅摂取が進まな い。今回 IQ-FA

(Impact of QoL on Food Allergy)研究にて、小児の鶏卵アレルギーの自然経過関連因子を QoLに焦

点を当て検討した。

【方法】OFCl年後の鶏卵アレルギー転帰関連因子を同定する目的で前向き観察研究を行った。国立

病院機構三重病院で 13歳未満の小児を対象とした IQ-FA研究の一部として施行した。 IQ-FAの中で

鶏卵アレルギーの安全摂取呈を決定するため鶏卵 OFCを行った 72か月未満の小児を登録した。負荷

試験量は過去の摂取塁、特異的 lgE抗体価、年齢、アレルギー併存症、保護者希望で決定し、 OFCの

結果に応じ栄養指導と除去指導を行った。

OFC時保護者に対し食物アレルギーQoL調査（日本語版FAQLQ-PF)を行った。 FAQLQ-PFは、

総点と emotionalimpact (EI)、foodanxiety (FA)、socialdietary limitations (SDL)の3要素で構成

され、各質問 1（全くない） ～7 （非常にあてはまる）のスコアで点数化した。

OFCの 1年後に登録者が日常安全に摂取している鶏卵摂取量をアンケー ト調査した。摂取量増加群

をSuccessful群 (S群）、非増加群を Unsuccessful群 (U群）とした。

統計学的に 2群間比較にx二乗検定、 Fisher検定、 Mann-WhitneyU検定を行った。鶏卵摂取量の

増加関連因子を同定するため多変量ロジスティック回帰分析を行った。

【結果】本研究に 128人が登録され、 1人はOFCで寛解が確認され除外、127人に OFCl年後アンケ

ートを行い93人 (73.2%)より回答を得た。 57人がS群、 36人がU群に分類され、S群と U群の鶏

卵摂取饂を登録時と 1年後で比較した。鶏卵による誘発症状を認めたのは S群で 19人 (33%)、U群

で 17人 (47%)であり有意差はなかった。

OFC時点の患者は年齢中央値24か月、男児が多く、約 1/4にアナフィラキシーの既往があった。

FAQLQ-PFを2群間で比較する と、 総点、EI、FA、SDL全て U群が S群よりスコアが高かった。

OFCl年後に回収した FAQLQ-PFはS群 33人、 U群 15人で、 OFC時と 1年後の FAQLQ-PFでは

s群は総点およびSDLが改善した。
多変量ロジスティック回帰分析で、年齢、 卵白特異的 lgE抗体価、OFCの結果、 OFC時点の食物

除去数、アナフィラキシー既往、両親のアレルギー歴、気管支喘息併存、アトピー性皮府炎併存、

FAQLQ-PF総点を因子として使用し、QOLが良いこと (FAQLQ-PF総点く3.8)、気管支喘息 ・アト

ピー性皮府炎の併存がないことが良好な転帰を予測する因子となった。

【考察】本研究では鶏卵アレルギーの臨床経過関連因子を調査し、疾患特異的QoLに焦点を当て評価

した。OFC時の QoLと1年後の摂取量との関連を調べ、1年後の鶏卵摂取量増加に関してQoLが良

いことが独立因子という結果を得た。本研究は、疾患特異的QoLが食物アレルギーの自然経過に影響

を及ぼす可能性を明らかにした最初の研究である。

食物アレルギーは社会活動の制限と不安があり本人と保護者の負担となる。過去報告では食物アレ



Jレギー児の保護者は健常児の保護者よりもQoLが低く、食物アレルギー児の健康関連QoLは 1型糖

尿病児よりも低い。 OFC前後の児の栄養習慣と母の不安に負の相関関係があるという報告では母親の

肯定的な姿勢が栄養習慣を好変化する可能性が指摘され、本研究の結果からも母の疾患特異的QoLが

良いことが鶏卵摂取量を増加させた可能性がある。

今回の研究の limitationは1年後の鶏卵摂取量をアンケート調査で調べていること、小さいサンプル

サイズ、 OFCl年後の寛解を確認していないこと、保護者の背景調査を行っていないことである。

【結論】鶏卵アレルギー患者は摂取量増加群で疾患特異的QoLが高かった。疾患特異的QoLは食物

アレルギーの転帰に影響があると考えられた。QoLに焦点を当てた介入は食物アレルギーの寛解を促

進する可能性がある。

本研究は、鶏卵アレルギーにて OFCl年後の予後因子を調査したものである。鶏卵アレルギー患者は

摂取塁増加群で有意に疾患特異的QoLが高いことを示し、QoLへの介入が食物アレルギーの寛解を促

進する可能性につき重要な知見を得たものとして、価値ある業績であると認める。

よって、本研究者は、博士 （医学）の学位を得る資格があると認める。




